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1.　はじめに

　近年，経年船の増加にともない，腐食や疲労に起因する

船体損傷が問題となっている。船体寿命は主に腐食と疲労

の進行によって決定され，既存船の LCC（ライフサイク

ルコスト）低減のためには正確な余寿命評価による合理的

な補修の実施とともに，腐食や疲労に耐性を持った材料の

開発が切望されている。

　タンカーの原油タンク空隙部は，防爆のために充填され

た燃焼排ガスと原油から揮発する H2Sの混合雰囲気に曝

され，特に上甲板裏面は昼夜の温湿度変化による乾湿繰り

返しという過酷な腐食環境におかれる 1)。しかし，腐食に

関する定量的知見が不十分なため，確立された防食策がな

いのが実状である。急がれる防食策の確立に向けた取り組

みとしては，1999年以来，鉄鋼・造船・船主各社共同に

より組織的に進められた（社）日本造船研究協会第 242研

究部会（SR242）2)があるが，当社ではこれまで「NAC（

り大事故を引き起こす場合がある。このような疲労による

損傷に対しては，LCCの増加を防ぐ観点からも，適切な

設計寿命・安全率を設定し，どのように保証していくかが

大きな課題となっている。2001年度に開始した第 245研

究部会（SR245）3)を契機に，溶接部に想定された初期欠陥

からの余寿命を鋼材のき裂伝播性能に糠てらの
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方ならびに性能について紹介するとともに，LCC低減に

関する評価技術についても紹介する。

2.　原油タンカー上甲板用耐食鋼「NAC5」

2.1　原油タンカー上甲板裏面の腐食

2.1.1　実船における腐食の状況

　燃焼排ガスの代表的な化学組成は
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回ドック検査まで就航継続可能かどうか）を行うことには

適用できない。

　これに対し，SR245では各船舶の


